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一気にポスターを貼り切ろうと頑張る支部の人たち

国交省に要請する（左から）福田、荒川、野村、梅村、塩川の各氏
＝衆院第一議員会館

梅村議員（左から6人目）とともに声援に応える予定候補者＝宇都宮市

対話する野村さん

沖縄知事選で他陣営が配布した法定ビラを手に講演する小泉氏

場所　党県委員会事務所1F
� 宇都宮市東浦町21-12
� （東武西川田駅より徒歩15分）
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野村せつ子事務所開設野村せつ子事務所開設

　
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
・

県
議
選
投
票
日
ま
で
３
カ

月
を
切
り
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
栃
木
県
委
員
会
は
、

前
半
戦
で
県
議
席
奪
還（
宇

都
宮
市
・
上
三
川
町
区
＝

定
数
13
）
と
、
後
半
戦
の

市
町
選
で
勝
利
・
躍
進
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
国

会
議
員
団
と
連
携
し
、
安

倍
暴
走
政
治
と
対
決
。
県

民
の
福
祉
と
暮
ら
し
を
守

る
対
案
を
示
し
、
一
致
点

で
の
共
同
を
広
げ
、
県
民

の
声
が
届
く
県
政
実
現
の

流
れ
を
つ
く
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

　
党
と
後
援
会
は
、
宇
都

宮
市
内
で
梅
村
さ
え
こ
衆

院
議
員
を
迎
え
た
新
春
の

つ
ど
い
（
１
月
25
日
）
を

開
催
。
各
地
域
で
も
選
挙

戦
に
む
け
た
集
い
が
ひ
ら

か
れ
、
予
定
候
補
者
を
先

頭
に
宣
伝
・
対
話
活
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
新
春
の
つ
ど
い
で
、
梅

村
氏
は
「
自
共
対
決
の
た

た
か
い
に
燃
え
て
い
ま
す
。

こ
の
議
員
バ
ッ
ジ
に
込
め

ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
思
い

に
応
え
、
頑
張
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
野
村
せ
つ

子
県
議
予
定
候
補
は
、
議

席
を
失
っ
た
こ
の
約
４
年

間
で
、
県
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
要
望
を
ま
と
め
、
県
に

31
件
の
申
し
入
れ
を
し
た

こ
と
を
紹
介
。「
行
動
力

は
現
職
議
員
に
負
け
て
い

ま
せ
ん
。
全
力
で
働
き
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
、
支

援
を
訴
え
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
南
地
域
の
緑
・

陽
光
支
部
は
、
野
村
候
補

と
い
っ
し
ょ
に
対
話
・
署

名
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

東
浦
町
の
女
性
は
「
県
議

の
海
外
旅
行
復
活
に
腹
が

立
つ
。
返
り
咲
い
て
、
県

議
会
を
正
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
の
声
を
寄
せ
ま
し

た
。

　
各
支
部
で
は
、
市
田
忠

義
党
副
委
員
長
を
迎
え
た

演
説
会
（
３
月
８
日
）
の

成
功
め
ざ
し
、
ポ
ス
タ
ー

の
貼
り
出
し
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会
と

宇
都
宮
市
議
団
は
28
日
、
市

が
す
す
め
る
次
世
代
路
面
電

車
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
導

入
計
画
と
、
豪
雨
対
策
で
あ

る
越
戸
川
パ
イ
バ
ス
整
備
事

業
を
め
ぐ
り
、
国
交
省
に
説

明
を
求
め
、
申
し
入
れ
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
野
村
せ
つ

子
副
委
員
長
、
荒
川
恒
男
、

福
田
久
美
子
両
市
議
が
出
向
き
、

塩
川
鉄
也
、
梅
村
さ
え
こ
両

衆
院
議
員
が
同
席
し
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
総
事
業
費
は
、

駅
西
口
ル
ー
ト
を
合
わ
せ
約

７
０
０
億
円
と
試
算
さ
れ
る

無
駄
な
大
型
開
発
事
業
。
導

入
を
め
ぐ
り
、
市
議
会
史
上

初
と
な
る
是
非
を
問
う
内
容

の
住
民
投
票
条
例
案
が
提
出

（
昨
年
１
月
）
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
意
見
は
大
き
く
二
分

し
た
ま
ま
で
す
。
し
か
し
、

市
は
工
事
を
始
め
る
国
へ
の

手
続
き
に
着
手
し
た
た
め
、

導
入
反
対
の
一
点
で
共
同
の

運
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
当
面
の
計
画
で
は
、
駅
を

乗
降
す
る
労
働
者
の
送
迎
が

中
心
で
、
沿
線
近
く
の
一
戸

建
て
住
宅
約
３
０
０
０
戸
が

並
ぶ
清
原
団
地
内
は
コ
ー
ス

外
。「
街
づ
く
り
に
な
ら
な
い
」

と
反
発
の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
野
村
氏
は
「
将
来
の
街
づ

く
り
に
直
結
す
る
も
の
だ
け

に
、
住
民
合
意
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
国
は
、
現
状
を
よ
く

つ
か
み
、
判
断
し
て
ほ
し
い
」

と
要
望
。荒
川
市
議
団
長
が「
建

設
を
許
可
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
の
申
し
入
れ
書
を
担
当
者

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
越
戸
川
整
備
計
画

で
、
野
村
氏
は
「
集
中
豪
雨

の
た
び
に
床
上
浸
水
被
害
を

受
け
る
世
帯
で
の
行
政
不
信

は
尋
常
で
は
な
い
。
事
業
補

助
の
増
額
、
計
画
の
見
直
し

を
す
す
め
、
一
刻
も
早
く
解

決
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し

ま
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
許
可
す
る
な

越
戸
川
整
備
事
業
早
急
に

国交省要請

県議選
4月3日告示
12日投票

県議選
4月3日告示
12日投票

県議選
4月3日告示
12日投票

安倍暴走政治と対決
福祉、暮らし守る県政へ
安倍暴走政治と対決
福祉、暮らし守る県政へ

　「戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センターとちぎ」は9
日、県庁前で昼休み集会を開き、参加者約60人が市役所前までの約１㌔
をパレード。「安倍政権の暴走をみんなの声と行動で止めよう」と訴えました。
　集会で、県労連の阿波長次議長は、過激武装組織「イスラム国」による日
本人殺害事件を「利用」した安倍政権の憲法9条改正の動きを厳しく批判。
「大きな国民世論をおこそう」と訴えました。

戦争する国づくりストップ！戦争する国づくりストップ！
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【栃木県の制度】2014年度 ○助成対象：医療保険適用のすべての疾病（入院時食事療養費を除く） ○対象年齢：入・通院とも小学６年生まで
○給付方法：入・通院とも３歳未満は現物給付、３歳以上は償還払い ○所得制限：なし
○自己負担：入・通院とも３歳以上は１レセプト500円（薬局を除 く）

小学校 中学校 高校 小学校 中学校 高校
備考市町名

計

2014年10月１日現在　県こども政策課資料より

入院 通学

対象年齢

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

下野市

上三川町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

中３まで町内医療機関の入・通院を
現物給付

未就学児まで芳賀郡市内医療機関
の入・通院を現物給付

未就学児まで県内医療機関の入・
通院を現物給付

小６まで県内医療機関の入・通
院を現物給付

未就学児まで市内医療機関の入・
通院を現物給付

中３まで県内医療機関の入・通
院を現物給付

中３まで市内医療機関の入・通
院を現物給付

未就学児まで市内医療機関の入・
通院を現物給付

高３まで県内医療機関の入・通
院を現物給付

小６まで市内医療機関の入・通院を現物
給付、入院時食事療養費は償還払い

未就学児まで那須郡市内医療機
関の入・通院を現物給付

未就学児まで那須郡市内医療機関
の入・通院を現物給付、未就学児ま
で自己負担肩代わり、小学生１レセ
プト500円、高３までは2000円徴収

小６まで小山地区医療機関の入・通
院を現物給付（上三川町歯科は除く）

18歳まで町内医療機関の入・通院
を現物給付

自
己
負
担

肩
代
わ
り

入
院
時
食
事

療
養
費
助
成

市
町
単
独

現
物
給
付

【資料】2014年度　栃木県こども医療費助成制度・市町別実施状況

安倍政権の暴走ストップ　福祉と暮らし守る地方政治の実現を

日本共産党演説会
■ 3月8日（日）　午後7時～
■宇都宮市文化会館小ホール

■ 3月14日（土） 午後7時～
■足利市民プラザ小ホール

党副委員長・参議院議員

市 田 忠 義
弁
士 参議院議員

大門みきし
弁
士

前
県
議

野
村
せ
つ
子

宇
都
宮
市
議

荒
川
つ
ね
お

宇
都
宮
市
議

福
田
く
み
子

足
利
市
議

お
ぜ
き
栄
子

　
栃
木
県
労
連
は
１
月

31
日
、
宇
都
宮
市
内
で
２

０
１
５
年
旗
開
き
を
行
な

い
ま
し
た
。
昨
年
を
上
回

る
約
60
人
が
参
加
し
、
青

年
労
働
者
が
目
立
ち
ま
し

た
。

　
阿
波
長
次
議
長
は
、
あ

い
さ
つ
で
「
財
界
が
賃
上

げ
を
口
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
た
た
か
い
は
こ

れ
か
ら
だ
。
働
い
て
い
る

職
場
の
実
情
か
ら
で
な
く
、

生
活
実
態
を
原
則
に
賃
金

ア
ッ
プ
や
権
利
向
上
を
め

ざ
す
た
た
か
い
を
さ
ら
に

盛
り
あ
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
野
村
せ

つ
子
副
委
員
長
は
、
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
し
、
参
加

者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
旗
開
き
―
県
労
連

　
と
ち
ぎ
地
域
・
自
治
研

究
所
は
１
日
、
国
が
す
す

め
る
「
地
方
創
生
」
を
問

い
、
住
民
自
治
に
よ
る
地

域
再
生
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
宇
都
宮
市
内
で

開
き
ま
し
た
。

　
自
治
体
問
題
研
究
所
主

任
研
究
員
の
池
上
洋
通
氏

が
「
地
方
創
生
と
自
治
体

の
課
題
」
と
題
し
て
基
調

講
演
。
宇
都
宮
市
と
他
市

町
で
、
人
口
や
経
済
力
で

格
差
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
地
域
間

の
格
差
や
若
者
の
貧
困
が

あ
る
限
り
、
結
婚
、
出
産

す
る
人
は
増
え
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
報
告
で
は
、「
住
民
自

治
に
よ
る
地
域
再
生
へ
の

挑
戦
」
と
題
し
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
運
営

す
る
「
ト
ー
セ
ン
」（
矢

板
市
）
の
東
泉
清
寿
社
長

ら
が
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

第
９
回
と
ち
ぎ
地
域
・

自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
安
保
破
棄
栃
木
県
実
行

委
員
会
は
８
日
、
宇
都
宮

市
で
第
５
回
総
会
を
ひ
ら

き
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
安
保
破

棄
中
央
実
行
委
員
会
事
務

局
次
長
の
小
泉
親
司
氏
が

講
演
。
沖
縄
県
知
事
選
と

総
選
挙
で
の
オ
ー
ル
沖
縄

の
た
た
か
い
を
詳
し
く
報

告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い

ま
安
倍
政
権
が
す
す
め
て

い
る
「
安
保
法
制
」
の
本

質
が
、「
海
外
で
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
を
具
体
化

す
る
憲
法
違
反
の
法
案
で

あ
る
こ
と
を
解
明
し
、
憲

法
９
条
守
る
大
運
動
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
活
動
方
針

な
ど
を
採
択
。
新
年
度
事

務
局
長
に
木
塚
孟
氏（
再
）、

次
長
に
福
田
孝
志（
新
）を

選
出
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会

の
野
村
せ
つ
子
副
委
員
長

が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

憲
法
９
条
守
る
大
運
動
を   

    
第
５
回
安
保
県
実
委
総
会 

パ
レ
ー
ド
で
市
民
に
訴
え
る
参
加
者


